
令和７年度 新人大会県大会ソフトテニス競技北部地区予選会 

実 施 要 項  

 

1 主   催  埼玉県北部支部高等学校体育連盟  

 

2 主   管  埼玉県北部支部高等学校体育連盟ソフトテニス専門部  

 

3 日時・会場   

男子の部   会場：熊谷さくら運動公園  

個人戦    ９月１９日（金）  予備日  ９月２０日（土）  

     団体戦    ９月２２日（月）  予備日  ９月２７日（土）  

  女子の部   会場：東松山庭球場  

個人戦    ９月２０日（土）  予備日  ９月２２日（月）  

     団体戦    ９月２３日（火・祝）予備日  ９月２８日（日）  

 

4 競 技 方 法  個人戦 ７ゲームマッチによるトーナメント方式  

団体戦 ３ペア編成の点取り方式によるトーナメント戦  

 

5 予選通過数 男子 個人戦上位 ２６ ペア・団体戦上位 ７ 校 が新人大会県大会に進出  

女子 個人戦上位 ２４ ペア・団体戦上位 ６ 校 が新人大会県大会に進出  

 

6 競 技 規 則  （公財）日本ソフトテニス連盟「ソフトテニスハンドブック」に準拠する。  

 

7 引率・監督   （１）引率責任者は、校長の認める当該校の職員（公立の場合は教員）とする。 

また、校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校教育法施行規則  

７８条の２に示された者）も可とする。但し、「部活動指導員」に引率を  

委嘱する校長は、県高体連会長に事前に届け出る。  

        （２）監督・コーチ等は校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷  

害・賠償責任保険（スポーツ安全保険等）に必ず加入することを条件とす  

る。  

 

8 参 加 資 格 （１）埼玉県高等学校体育連盟に加盟している学校の生徒で日本ソフトテニス連  

盟の会員登録が済んでいる者とする。但し、休学中、留学中の生徒は除く。  

（２）年齢は、平成１９年４月２日以降に生まれた者とする。但し、出場は同一  

   競技２回までとし、同一学年での出場は１回限りとする。  

        （３）チームの編成において全日制課程・定時制課程・通信制課程・単位制課  

程の生徒による混成は認めない。但し、全日制・定時制Ⅰ部の混成チー  

ムとして認められた場合はこの限りではない。  

（４）以下の場合に限り、複数校合同チームの大会参加を認める。  

ア 部員不足に伴う合同チーム  

＊令和５年３月１５日付け埼高体連第４２３号「部員不足等による  

複数校合同チームの大会参加について（通知）」による。  

イ 再編整備対象校による合同チーム（統合完了前の２年間に限る）  

        （５）転校後６ケ月未満（外国人留学生もこれに準ずる）の者は参加を認めない。  

但し、一家転住等やむを得ない場合は県高体連会長の許可があればこの限  

りではない。  

     （６）参加する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する校長の承認を必要と  

する。  

（７）全国高等学校総合体育大会開催基準要項の参加資格の（８）の特例により  



参加資格を得たものが出場できる大会は次のとおりとする。  

ア 学校総合体育大会兼全国高等学校総合体育大会県予選会および地区  

予選会  

イ 県民総合スポーツ大会兼高等学校新人大会県大会および地区予選会  

  ウ 関東高等学校体育大会および県予選会  

  （８）関東高等学校体育大会は全国高等学校総合体育大会に準じて、全国高等学校  

総合体育大会の開催基準要項の参加資格の（８）の特例により参加資格を得  

たものが出場  できる。  

 

 

9  申 込 方 法  個人戦申込用紙に必要事項を記入の上、９月１２日（金）１２時までに男女それぞ

れのプログラム編成委員に E-mail で申し込みを行って下さい。職員を押印した正式

の書類は、個人戦・団体戦それぞれの大会当日の受付時に提出をして下さい。  

       （注）大会不参加の場合もかならず連絡をして下さい。 
 
 
10 表     彰  男女とも１位～４位のペア・チームに賞状を授与する。  
 
 
11 参加上の注意 （１）競技中の疾病、傷害などの応急措置は主催者側で行うが、その後の責任は負  
          わない。なお。参加者は健康保険証を持参すること。  

（２）参加校の選手は、必ず引率責任者によって引率され、また学校は参加選手の  
   すべての行動に対して責任を負うものとする。  
（３）大会の開催に当たっては、気温の上昇や WBGT、熱中症アラートによる熱中  

症に十分配慮の上、運営をするが、各学校において経口補水液や冷却用品を  
用意するとともに、HP にある熱中症健康チェックシートを活用し、健康管理  
を十分行った上で本大会に臨むようにすること。  

              （４）生徒の飲食は、参加校の責任のもと喫食させゴミは全て持ち帰らせること。 
       （５）生徒の参加については、生徒本人及び保護者の同意を確認すること。  
 
14 諸 連 絡  （１）公益財団法人全国高等学校体育連盟競技者及び指導者規程を遵守すること。  
        （２）大会開催・競技運営等に疑義が生じた場合には、埼玉県高等学校体育連盟  

ソフトテニス専門部常任委員会を開催し、対応を決定する。  
 

【大会参加資格の別途に定める規程】  

１ 学校教育法第７２条、１１５条、１２４条及び１３４条の学校に在籍し、都道府県高等学

校体育連盟の大会に参加を認められた生徒であること。  

２ 以下の条件を具備すること。  

（１）大会参加資格を認める条件  

ア． (公財 )全国高等学校体育連盟の目的を理解し、それを尊重すること。  

イ．参加を希望する特別支援学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校にあっては、  

学齢、修学年限とも高等学校と一致していること。また、広域通信制連携校の生徒  

による混成は認めない。  

ウ．各学校にあっては、都道府県高等学校体育連盟の予選会から出場が認められ、全国  

大会への出場条件が満たされていること。  

エ．各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧問教  

員の指導のもとに適切に行われており、活動時間等が高等学校に比べて著しく均  

衡を失することなく、運営が適切であること。  

（２）大会参加に際し守るべき条件  

ア．全国高等学校総合体育大会開催基準要項を遵守し、競技種目別大会申し合せ事項等  

に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。  

イ．大会参加に際しては、万一の事故の発生に備えて傷害・賠償責任保険に加入してお  

くなど、万全の事故対策を講じておくこと。  

ウ．大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。 


